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役
場
前
で
は
、
町
民
や
職
員
が
伊

藤
勝
町
長
を
出
迎
え
、
到
着
し
た
伊

藤
町
長
に
職
員
か
ら
花
束
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
伊
藤
町
長
は
、
一
人
ひ
と
り
と
握

手
を
交
わ
し
な
が
ら
、
拍
手
の
中
、

晴
れ
や
か
に
登
庁
し
ま
し
た
。
 

　
引
き
続
き
就
任
式
が
行
わ
れ
、
職

員
を
前
に
伊
藤
町
長
が
就
任
の
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

 　
「
こ
う
し
て
壇
上
に
立
つ
と
、
ま

た
一
層
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
 

『
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
』
こ
の
言

葉
を
し
っ
か
り
と
噛
み
締
め
な
が
ら
、
 

こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営
に
あ
た
っ
て

い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
」
 

 改
革
・
改
善
の
徹
底
│
 

　
「
自
信
と
確
信
を
持
っ
て
改
革
・

改
善
を
徹
底
し
、
大
胆
な
見
直
し
と

無
駄
を
省
き
、
住
民
福
祉
と
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
」
 

 町
政
運
営
の
姿
勢
│
 

　
「
積
極
的
に
集
落
や
地
区
に
出
向

き
、
懇
談
を
通
じ
て
必
要
な
内
容
を

町
政
に
活
か
し
ま
す
。
 

　
町
民
誰
も
が
町
政
に
物
を
言
い
提

言
す
る
、
そ
し
て
政
策
提
案
が
で
き

る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
 

　
町
の
経
済
や
各
施
設
、
交
通
の
利

便
性
、
総
合
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
な

ど
地
域
間
の
格
差
を
解
消
し
な
が
ら
、
 

そ
こ
に
住
む
町
民
の
方
が
健
康
で
安

全
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。
」
 

 当
面
す
る
課
題
と
執
行
│
 

　
「
副
町
長
と
教
育
長
が
辞
任
し
不

在
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
政
の
停
滞

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
職
員
の
皆
さ
ん

に
協
力
を
い
た
だ
き
住
民
サ
ー
ビ
ス

や
危
機
管
理
に
適
切
に
対
応
し
て
い

き
ま
す
。
 

　
新
た
な
政
策
課
題
に
つ
い
て
は
、

即
実
現
で
き
る
も
の
か
ら
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
」
 

　
「
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
あ
ら
ゆ
る

施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
が
、
こ

れ
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
継
続
す
る
べ
き

事
業
、
取
り
や
め
る
事
業
、
新
し
く

取
り
組
む
事
業
の
検
討
を
し
て
い
き

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
話
し
合
い
を
通

じ
て
、
こ
の
町
の
将
来
構
想
に
つ
い

て
皆
さ
ん
の
意
見
を
十
分
に
聞
き
入

れ
て
い
き
た
い
。
」
 

 　
伊
藤
町
長
の
任
期
は
平
成
　
年
８

月
４
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。
 

  　
伊
藤
勝
町
長
の
略
歴
 

　
・
昭
和
　
年
９
月
　
日
 

　
　
　
　
　
　
西
会
津
町
生
ま
れ
 

　
・
西
会
津
高
校
卒
 

　
・
昭
和
　
年
町
議
選
初
当
選
 

　
　
　
　
　
　
　
（
通
算
７
期
）
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７月１２日に行われた町長選挙で初当選した伊藤勝町長が、 

８月５日、町役場に初登庁しました。 
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長谷川隆夫前教育長 薄友喜前副町長 

年
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
 

24

      　
退
任
式
は
、
町
役
場
で
行
わ
れ
、

始
め
に
伊
藤
要
一
郎
参
事
兼
総
務
税

政
課
長
か
ら
退
任
さ
れ
る
山
口
博
續

前
町
長
、
薄
友
喜
前
副
町
長
、
長
谷

川
隆
夫
前
教
育
長
に
、
送
別
の
言
葉

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
山
口
前
町
長
が
「
　
年

間
、
皆
さ
ん
と
共
に
町
の
た
め
に
が

ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
お

力
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
の
努
力
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
要
望
に
も
十
二
分
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
な
体
制
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
明
る
く
、
よ

り
幸
せ
に
な
っ
て
い
け
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
」
と
退
任
の
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。
 

　
山
口
前
町
長
は
昭
和
　
年
に
初
当

選
し
て
以
来
、
６
期
　
年
に
わ
た
り

町
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
の
間
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

連
携
を
強
化
し
た
「
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

の
町
づ
く
り
」
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
活
用
し
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
町
づ
く
り
」
 

な
ど
町
政
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
薄
副
町
長
は
昭
和
　
年
　
月
に
町

職
員
と
な
り
、
健
康
福
祉
課
長
や
総

務
税
政
課
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
平
成
　
年
４
月
か
ら
は
副
町
長
を

務
め
ら
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
と
住

民
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
長
谷
川
教
育
長
は
昭
和
　
年
８
月

に
町
職
員
と
な
り
、
農
林
課
長
や
総

務
課
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
平
成
　
年
４
月
か
ら
は
教
育
長
を

務
め
ら
れ
、
教
育
行
政
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
退
任
式
に
引
き
続
き
、
見
送
り
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
役
場
庁
舎
前
に
は
大
勢
の
職
員
が

並
び
、
職
員
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
た

山
口
前
町
長
ら
は
、
職
員
一
人
ひ
と

り
と
握
手
を
交
わ
し
、
拍
手
の
中
、

慣
れ
親
し
ん
だ
役
場
庁
舎
を
後
に
し

ま
し
た
。
 

年
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
国
 

的
に
流
行
し
て
い
ま
す
。
 

　
予
防
に
は
、
手
洗
い
、
う
が
い
 

が
最
も
有
効
な
予
防
法
で
す
。
 

　
外
出
し
て
帰
宅
し
た
と
き
は
、
 

必
ず
手
洗
い
、
う
が
い
を
し
ま
し
 

ょ
う
。
 

　
ま
た
、
人
ご
み
に
出
か
け
る
と
 

き
は
、
マ
ス
ク
も
有
効
で
す
。
 

 ◆
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
 

　
　
　
　
　
　
　
守
り
ま
し
ょ
う
 

　
　
度
以
上
の
発
熱
と
咳
が
出
る
 

と
き
に
は
、
マ
ス
ク
を
し
ま
し
ょ
 

う
。
マ
ス
ク
が
な
い
と
き
は
、
ハ
 

ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
で
口
や
鼻
を
お
 

さ
え
ま
し
ょ
う
。
 

　
ま
た
、
受
診
す
る
前
に
必
ず
医
 

療
機
関
へ
電
話
を
し
て
指
示
に
従
 

っ
て
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
 

 ◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

　
　
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
 

　
関
係
機
関
と
連
携
を
は
か
り
、
 

迅
速
に
対
策
を
進
め
る
た
め
、
対
 

策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。
 

　
対
策
本
部
か
ら
の
情
報
に
は
十
 

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
３
０
６
 

47

38
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災害被害を軽減するために 

家具類の固定例 

新潟県中越沖地震（H19） 

能登半島地震　　（H19） 

福岡県西方沖地震（H17） 

新潟県中越地震　（H16） 

十勝沖地震　　　（H15） 

宮城県北部地震　（H15） 

   　
日
本
は
世
界
有
数
の
地
震
国
で
す
。
 

大
地
震
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
 

 想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
 

　
大
地
震
で
は
、
テ
レ
ビ
が
飛
び
、

タ
ン
ス
が
自
分
に
め
が
け
て
倒
れ
か

か
っ
て
き
ま
す
。
 

　
割
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
や
食
器
が
刃
物

と
な
っ
て
行
く
手
を
は
ば
み
ま
す
。
 

 家
具
類
の
転
倒
防
止
対
策
を
 

　
近
年
発
生
し
た
地
震
に
よ
る
ケ
ガ

で
、
特
に
割
合
が
高
い
の
が
家
具
類

の
転
倒
・
落
下
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

に
も
か
か
わ
ら
ず
内
閣
府
の
調
査
で

は
、
家
具
類
の
転
倒
防
止
対
策
を
講

じ
て
い
る
人
は
２
割
弱
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
 

　
一
方
、
先
月
に
震
度
６
弱
を
記
録
 

                し
た
静
岡
県
で
は
、
家
具
類
の
固
定

や
扉
を
ひ
も
で
結
ぶ
と
い
っ
た
対
策

が
進
ん
で
い
た
た
め
、
被
害
が
少
な

か
っ
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
家
具
の
固
定
や
配
置
の
見
直
し
で

家
族
の
身
を
守
る
「
安
全
空
間
」
を

確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

 身
を
守
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
 

○
出
入
口
や
自
分
が
寝
る
と
こ
ろ
に
 

　
家
具
が
倒
れ
て
こ
な
い
よ
う
に
配
 

　
置
す
る
。
 

○
家
具
は
な
る
べ
く
背
の
低
い
も
の
 

　
に
す
る
。
 

○
重
い
も
の
を
上
に
置
か
な
い
。
 

○
食
器
や
本
が
飛
び
出
さ
な
い
よ
う

　
扉
を
ロ
ッ
ク
す
る
。
 

○
窓
ガ
ラ
ス
や
戸
棚
の
ガ
ラ
ス
扉
に
 

　
は
、
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
。
 

○
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
は
、
 

　
耐
震
固
定
ベ
ル
ト
や
耐
震
マ
ッ
ト
 

　
を
使
用
す
る
。
 

 　
家
具
を
固
定
す
る
金
具
や
耐
震
マ

ッ
ト
は
、
金
物
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
自
分
で
取
付
け
で
き
な
い
場
合
は

工
務
店
に
相
談
し
て
み
る
の
も
方
法

で
す
。
 

災害被害を軽減するために 
防災の日特集 
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1976～1986平均 
１６０回 

1987～1997平均 
１７７回 

1998～2008平均 
２３９回 

   　
こ
の
　
年
で
大
雨
の
発
生
回
数
は

確
実
に
増
え
て
い
ま
す
。
 

 早
め
の
情
報
収
集
を
 

 　
台
風
や
豪
雨
は
天
気
予
報
や
空
の

様
子
か
ら
、
あ
る
程
度
予
測
が
で
き

る
の
で
、
早
め
の
情
報
収
集
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
 

  土
砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ
 

 　
山
地
の
多
い
日
本
は
土
砂
災
害
の

危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
、
本
町
で
も

「
他
人
事
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
土
砂
災
害
は
突
発
的
に
発
生
し
、

人
命
に
関
わ
る
恐
ろ
し
い
災
害
で
す
。
 

　
本
町
で
は
　
自
治
区
　
箇
所
が
県

の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

  危
険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
避
難
 

 　
平
成
　
年
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
で

は
、
住
宅
裏
の
河
川
が
決
壊
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
し
て
、
弥
平
四
郎
自
治

区
全
員
が
弥
平
四
郎
分
校
に
自
主
避

難
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
平
成
　
年
２
月
に
金
山
町

で
発
生
し
た
土
石
流
で
は
、
住
家
２

戸
を
全
壊
し
た
も
の
の
、
住
民
同
士

が
連
携
し
て
早
め
に
避
難
し
た
た
め

人
的
被
害
を
免
れ
て
い
ま
す
。
 

   　
屋
内
に
い
て
会
話
を
し
て
い
た
り
、
 

テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
り
し
て
い
る
と
、
 

放
送
内
容
が
聞
き
取
り
に
く
い
の
が

現
状
で
す
。
 

　
緊
急
時
に
は
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

ま
す
の
で
、
窓
を
開
け
る
な
ど
し
て

放
送
内
容
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。
 

   　
町
で
は
平
成
　
年
度
か
ら
住
民
参

加
型
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
は
、
秋
季
消
防
検
閲
に
合
わ

せ
て
町
内
５
地
区
で
実
施
す
る
予
定

で
す
。
 

　
近
く
で
行
わ
れ
る
際
に
は
、
皆
さ
ん
 

の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

   　
万
一
被
災
し
た
場
合
の
生
活
再
建

に
は
資
金
が
必
要
で
す
。
 

　
火
災
保
険
だ
け
で
な
く
、
地
震
保

険
や
自
然
災
害
共
済
に
も
加
入
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
 

※
地
震
保
険
等
は
、
所
得
税
・
個
人
 

　
住
民
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
民
情
報
課
町
民
生
活
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
５
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夢に向かって 
　 大きく羽ばたけ 

  成
人
者
名
簿
か
ら
〈
敬
称
略
〉
 

【
野
沢
地
区
】
　
　
名
（
世
帯
主
）
 

１
町
内
　
渡
部
　
　
望
（
賢
　
一
）
 

４
町
内
　
小
林
　
菜
緒
（
勝
　
典
）
 

　
　
　
　
柴
田
紗
由
里
（
俊
　
法
）
 

５
町
内
　
鈴
木
　
里
佳
（
幸
　
一
）
 

　
　
　
　
白
岩
奈
津
美
（
博
　
也
）
 

６
町
内
　
鈴
木
　
奈
奈
（
宏
　
昌
）
 

　
　
　
　
五
十
嵐
美
紀
（
吉
　
男
）
 

７
町
内
　
岩
原
菜
津
美
（
千
代
志
）
 

　
　
　
　
茂
木
　
美
久
（
和
　
雄
）
 

９
町
内
　
渡
部
　
高
士
（
裕
　
助
）
 

　
　
　
　
小
島
　
　
涼
（
敏
　
夫
）
 

下
小
屋
　
小
林
　
　
咲
（
重
　
良
）
 

　
　
　
　
中
田
　
　
聡
（
テ
ル
子
）
 

　
町
内
　
氏
家
　
靖
夫
（
待
　
子
）
 

　
　
　
　
鈴
木
　
陽
子
（
文
　
雄
）
 

　
　
　
　
多
賀
　
翔
平
（
新
　
誠
）
 

　
　
　
　
仲
川
　
恭
介
（
由
　
市
）
 

四
　
岐
　
笠
間
　
愛
美
（
　
毅
　
）
 

芝
　
草
　
和
久
井
　
舞
（
厚
　
司
）
 

中
　
野
　
鈴
木
　
市
哉
（
市
　
喜
）
 

　
牧
　
　
渡
部
真
奈
美
（
常
　
男
）
 

安
　
座
　
齋
藤
　
直
樹
（
　
実
　
）
 

 【
尾
野
本
地
区
】
　
名
 

西
　
原
　
清
野
　
拓
真
（
美
智
夫
）
 

森
　
野
　
井
上
　
翔
馬
（
正
　
美
）
 

　
　
　
　
小
野
木
千
保
（
　
一
　
）
 

　
　
　
　
根
本
　
健
太
（
博
　
善
）
 

　
　
　
　
三
留
　
政
弘
（
芳
　
明
）
 

萱
　
本
　
渡
部
　
和
人
（
周
　
一
）
 

　
　
　
　
渡
部
　
成
美
（
徳
　
久
）
 

  　
　
　
　
齋
藤
　
一
顕
（
敬
一
郎
）
 

　
　
　
　
新
田
　
翔
平
（
幸
　
恵
）
 

松
　
尾
　
渡
部
　
　
聡
（
と
め
よ
）
 

　
　
　
　
五
十
嵐
秀
樹
（
勇
　
一
）
 

　
　
　
　
佐
野
　
綾
香
（
　
孝
　
）
 

下
小
島
　
坂
田
　
拓
也
（
敏
　
夫
）
 

西
　
林
　
渡
部
美
穂
子
（
光
　
一
）
 

　
　
　
　
上
野
　
朝
章
（
　
久
　
）
 

　
　
　
　
齋
藤
亜
希
江
（
春
　
二
）
 

西
林
東
　
海
老
名
光
代
（
　
里
　
）
 

　
　
　
　
新
田
　
　
光
（
佳
　
子
）
 

　
　
　
　
武
藤
　
秀
平
（
智
賀
子
）
 

さ
ゆ
り
が
丘
　
三
留
な
つ
こ
（
嘉
　
平
）
 

上
小
島
　
薄
上
　
　
遥
（
利
　
男
）
 

　
　
　
　
佐
藤
　
　
幸
（
信
　
雄
）
 

縄
　
沢
　
岩
渕
　
　
大
（
　
弘
　
）
 

　
　
　
　
二
瓶
　
友
理
（
忠
　
雄
）
 

　
　
　
　
長
谷
川
　
学
（
勝
　
美
）
 

　
　
　
　
長
谷
川
　
諒
（
一
　
成
）
 

青
　
坂
　
三
留
　
加
奈
（
栄
　
一
）
 

黒
　
沢
　
渡
部
　
由
香
（
鬼
　
三
）
 

出
ヶ
原
　
佐
藤
　
博
秀
（
秀
　
仁
）
 

　
　
　
　
田
崎
　
友
梨
（
　
東
　
）
 

牛
　
尾
　
目
黒
　
和
人
（
輝
　
夫
）
 

山
　
口
　
高
橋
　
佑
輔
（
美
喜
雄
）
 

 【
群
岡
地
区
】
　
６
名
 

上
野
尻
　
石
本
　
　
悠
（
　
茂
　
）
 

　
　
　
　
江
川
　
裕
市
（
幸
　
往
）
 

下
野
尻
　
塚
原
　
彩
加
（
慶
　
一
）
 

端
　
村
　
渡
部
　
　
香
（
建
　
児
）
 

宝
　
川
　
雅
楽
川
よ
し
み
（
善
　
弘
）
 

楢
木
平
　
石
川
　
智
幸
（
正
　
光
）
 

32

10

22

夢に向かって 
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成
人
証
書
を
受
け
取
る
 

　
　
　
　
　
　
長
谷
川
学
さ
ん
 

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る
 

　
　
　
　
　
　
上
野
康
史
さ
ん
 

出席者数 

　区　分 

　野　沢 

　尾野本 

　群　岡 

　新　郷 

　奥　川 

　　計 

 

男 

８ 

１８ 

３ 

７ 

６ 

４２ 

 

女 

１４ 

１４ 

３ 

１ 

５ 

３７ 

 

計 

２２ 

３２ 

６ 

８ 

１１ 

７９ 

　新成人の皆さんに、成人を迎えた感想や将来の 
夢など、今しか書けないことを記帳していただき 
ました。 

【
新
郷
地
区
】
　
８
名
 

高
　
目
　
木
�
　
大
悟
（
康
　
夫
）
 

呼
　
賀
　
伊
藤
　
徳
晃
（
徳
　
伸
）
 

　
　
　
　
田
澤
　
孝
学
（
孝
　
博
）
 

柴
　
崎
　
武
藤
　
忠
紀
（
文
　
夫
）
 

井
　
谷
　
上
野
　
康
史
（
尚
　
喜
）
 

八
重
窪
　
武
藤
　
雄
喜
（
ヨ
シ
子
）
 

　
　
　
　
武
藤
　
　
瞳
（
武
　
次
）
 

戸
　
中
　
長
谷
川
達
馬
（
勝
　
弘
）
 

 【
奥
川
地
区
】
　
　
名
 

新
　
町
　
尾
形
　
知
香
（
隆
　
文
）
 

道
　
目
　
佐
藤
　
翔
太
（
一
　
郎
）
 

下
　
松
　
岡
野
　
弘
希
（
義
　
弘
）
 

　
　
　
　
玉
木
　
恵
太
（
倉
　
治
）
 

山
　
浦
　
小
林
め
ぐ
み
（
幸
　
子
）
 

出
　
戸
　
三
瓶
　
雅
史
（
雅
　
彦
）
 

中
ノ
沢
　
小
寺
澤
香
奈
（
し
お
み
）
 

松
　
峯
　
矢
部
沙
也
香
（
文
　
雄
）
 

真
ヶ
沢
　
矢
部
　
由
佳
（
傳
次
郎
）
 

　
　
　
　
結
城
　
拓
郎
（
重
　
孝
）
 

小
綱
木
　
荒
海
　
佳
久
（
久
　
雄
）
 

　
８
月
　
日
、
西
会
津
中
学
校
で
平

成
　
年
度
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
 

た
。
 

　
今
年
成
人
を
迎
え
た
皆
さ
ん
は
、

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

男
性
　
名
、
女
性
　
名
の
計
　
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
 

　
式
で
は
伊
藤
町
長
の
式
辞
に
続
き
、
 

新
成
人
を
代
表
し
、
長
谷
川
学
さ
ん

（
縄
沢
）
に
成
人
証
書
が
、
ま
た
石

川
智
幸
さ
ん
（
楢
木
平
）
に
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
上
野
康
史
さ
ん
（
井
谷
）
 

が
「
二
十
歳
に
な
っ
た
今
、
私
た
ち

に
対
す
る
社
会
の
見
方
が
今
ま
で
と

は
異
な
り
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を

持
っ
て
自
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

自
分
中
心
に
考
え
、
行
動
し
て
き
た

自
分
を
見
直
し
、
大
人
と
い
う
自
由

さ
の
中
で
社
会
的
常
識
と
責
任
を
常

に
意
識
し
な
が
ら
行
動
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

　
今
日
二
十
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
家
族
を
は
じ
め
地
域
の

方
々
の
温
か
い
ご
支
援
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」
と
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
 

　
式
典
終
了
後
に
は
、
出
席
し
た
新

成
人
の
皆
さ
ん
に
成
人
を
迎
え
た
感

想
や
将
来
の
夢
な
ど
を
書
い
て
い
た

だ
い
た
「
二
十
歳
の
主
張
」
が
、
実

行
委
員
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
 

11

15

21
42

37

79
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下松自治区長 

岡野　公さん 

地　区　禁煙自治区　分煙自治区 

野　沢　公共施設　なし 
　　　　（公民館） 

尾野本　森野 
　　　　牛尾　　　尾登 
群　岡　下野尻　　なし 

新　郷　滝坂　　　滑沢 
　　　　　　　　　柴崎 
　　　　道目　　　山浦 
奥　川　下松　　　真ヶ沢 
　　　　中ノ沢 

平成２１年度 
集会所の分煙状況調査結果 

集会所の分煙・禁煙達成状況（％） 

野沢 尾野本 
H19年 

群岡 新郷 奥川 
H21年 

20

25

0

25

0

22

5.9

18

0

10

～子ども達のためにみんなで取り組みましょう～ 

            　
分
煙
に
取
り
組
ん
で
い
る
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
治
区
紹
介
 

       　
　
町
で
作
成
し
た
分
煙
ポ
ス
タ
ー
を
集
会
 

　
所
の
入
り
口
や
各
部
屋
な
ど
、
み
ん
な
の
 

　
目
に
触
れ
や
す
い
場
所
に
掲
示
し
ま
し
た
。
 

　
取
り
決
め
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
議
や
宴
 

　
会
な
ど
の
際
に
は
灰
皿
を
出
さ
な
い
よ
う
 

　
に
な
り
、
喫
煙
し
た
い
人
に
は
外
で
吸
う
 

　
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
注
意
し
あ
っ
て
い
ま
す
。
 

　
　
こ
れ
か
ら
も
、
自
治
区
の
皆
さ
ん
と
分
 

　
煙
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
 

　
ま
す
。
 

  【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
―
２
３
０
６
 

ま
ず
は
分
煙
！
 

　
喫
煙
率
は
子
ど
も
の
頃
、
身
近
に
喫
煙
者
が

い
た
か
ど
う
か
で
大
き
な
差
が
出
ま
す
。
 

　
中
学
生
で
両
親
が
喫
煙
し
て
い
な
い
場
合
の

喫
煙
率
は
３
％
、
父
親
が
喫
煙
で
は
５
％
、
母

親
が
喫
煙
で
は
　
％
、
両
親
と
も
に
喫
煙
で
は

　
％
と
、
親
の
喫
煙
率
と
子
ど
も
の
喫
煙
率
に

は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
健
康
増
進
法
で
も
タ

バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
へ
の
配
慮
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 分
煙
は
進
ん
で
い
る
の
？
 

　
分
煙
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、
平
成
　
年
か

ら
学
校
は
敷
地
内
禁
煙
、
公
共
施
設
は
禁
煙
と

な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
地
区
の
方
が
集
ま
る
集
会
所
の
分
煙

を
進
め
る
た
め
に
、
平
成
　
年
と
、
平
成
　
年

に
分
煙
状
況
を
調
査
を
し
ま
し
た
。
 

肺
が
ん
予
防
の
た
め
に
！
 

　
平
成
　
年
と
　
年
に
行
っ
た
生
活
習
慣
と
健

康
に
関
す
る
調
査
の
結
果
、
町
の
喫
煙
率
が
全

国
平
均
よ
り
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
肺

が
ん
と
喫
煙
率
は
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
東

北
大
学
大
学
院
の
辻
教
授
の
指
導
の
下
、
肺
が

ん
予
防
の
た
め
、
喫
煙
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

 防
煙
教
室
 

　
平
成
　
年
度
か
ら
町
内
の
保
育
所
や
小
学
校

の
児
童
・
保
護
者
を
対
象
に
、
防
煙
教
室
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
教
室
は
、
受
動
喫
煙
の
害
や
未
成
年
者

の
喫
煙
防
止
に
つ
い
て
の
知
識
の
普
及
や
啓
発

を
目
的
に
行
っ
て
お
り
、
平
成
　
年
度
は
奥
川

小
学
校
・
新
郷
小
学
校
・
野
沢
保
育
所
・
群
岡

保
育
所
で
行
い
ま
し
た
。
 

　
平
成
　
年
度
は
尾
野
本
小
学
校
・
群
岡
小
学

校
・
新
郷
保
育
所
で
行
い
、
平
成
　
年
度
は
野

沢
小
学
校
・
芝
草
保
育
所
・
尾
野
本
保
育
所
で

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

◆
防
煙
教
室
後
の
保
護
者
の
感
想
 

　
・
子
ど
も
達
に
も
親
の
責
任
と
し
て
し
っ
か
 

　
　
り
教
え
て
い
き
た
い
。
 

　
・
自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
た
め
 

　
　
に
も
や
め
る
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。
 

◆
防
煙
教
育
後
の
子
ど
も
達
の
感
想
 

　
・
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
る
人
の
傍
に
は
絶
対
 

　
　
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
 

　
・
大
人
に
な
っ
た
ら
絶
対
に
吸
わ
な
い
と
決
 

　
　
め
た
。
 

　
・
親
が
吸
っ
て
い
る
の
で
僕
も
気
を
つ
け
な
 

　
　
い
と
い
け
な
い
し
、
早
く
や
め
て
欲
し
い
。
 

1520

20

21

22

21

11

15

17

19

21

47
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　旧暦の７月７日となる８月７日に、野沢中央商 
栄会七夕まつりが行われました。 
　野沢原町には願い事が書かれた短冊をつるした 
笹竹が飾られました。浴衣姿の子どもたちなど大 
勢訪れ、出店でかき氷や、やきそばなど買い求め 
ていました。 

まちの 

話題 
まちの 

話題 

　８月５日、中体連水泳県大会で上位入賞し、全国 
大会と東北大会に出場する西会津中学校水泳部の４ 
人が出場の報告に町長室を訪れました。 
　秋田市で８月７日から行われた東北大会に出場し 
たのは、３年生の五十嵐一樹くん（５０ｍ・１００ 
ｍ自由形・４００ｍメドレーリレー・リレー）と上 
野貴志くん（４００ｍメドレーリレー・リレー）、 
１年生の生方歩高くん（１００ｍ・２００ｍ背泳・ 
４００ｍメドレーリレー・リレー）と三留蒼くん 
（４００ｍメドレーリレー・リレー）です。 
　また、五十嵐君は８月１９日から福岡市で行われ 
た全国大会にも５０ｍ自由形で出場しました。 
【東北大会結果】 
　五十嵐一樹くん　　５０ｍ自由形　８位入賞 
　　　　　　　　　１００ｍ自由形　８位入賞 

　
８
月
５
日
に
小
野
木
喜
四
郎
さ
ん
 

（
真
ヶ
沢
）が
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
 

え
ら
れ
、
同
日
、
百
歳
賀
寿
贈
呈
式
 

が
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
贈
呈
式
で
は
伊
藤
町
長
か
ら
賀
寿
 

と
特
別
敬
老
祝
金
の
百
万
円
が
贈
ら
 

れ
ま
し
た
。
 

　
喜
四
郎
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
は
わ
 

が
ま
ま
を
言
わ
ず
に
食
事
を
す
べ
て
 

食
べ
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
 

　
「
百
歳
の
挑
戦
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

に
掲
げ
た
平
成
５
年
か
ら
、
満
百
歳
 

を
迎
え
ら
れ
た
方
は
喜
四
郎
さ
ん
で
 

　
人
目
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
第
　
回
 

に
し
あ
い
づ
福
祉
会
盆
踊
り
大
会
」
 

が
８
月
８
日
、
憩
の
森
広
場
で
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

　
始
め
に
、
施
設
を
利
用
し
て
い
 

る
皆
さ
ん
が
「
会
津
磐
梯
山
」
の
 

音
頭
に
合
わ
せ
、
盆
踊
り
を
楽
し
 

み
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
参
加
し
た
団
体
の
皆
 

さ
ん
も
踊
り
の
輪
に
加
わ
り
盆
踊
 

り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
 

　
踊
り
の
輪
は
二
重
に
も
な
り
、
 

施
設
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
た
 

ち
と
一
緒
に
盆
踊
り
を
楽
し
み
ま
 

し
た
。
 

26

21
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

納涼将棋大会 

昨年のリベンジを誓う！！ 

　
８
月
　
日
と
　
日
の
両
日
、夏
恒
例
の
囲
碁
・
 

将
棋
大
会
を
町
公
民
館
で
開
催
し
、
囲
碁
に
は
 

　
名
、
将
棋
に
は
　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
 

会
で
は
囲
碁
・
将
棋
と
も
ク
ラ
ス
別
に
分
か
れ
 

て
対
局
し
、
参
加
者
は
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
 

た
。
 

◆
囲
碁
大
会
〔
８
月
　
日（
土
）〕
〔
敬
称
略
〕
 

〈
Ａ
ク
ラ
ス
〉
 

①
佐
藤
昭
悦（
出
ヶ
原
）②
清
野
邦
夫（
大
久
保
）
 

③
小
野
木
正
則（
真
ヶ
沢
）
 

〈
Ｂ
ク
ラ
ス
〉
 

①
三
留
伝
一（
下
野
尻
）②
五
十
嵐
栄
作（
芝
草
）
 

③
井
上
作
馬（
新
町
）
 

◆
将
棋
大
会
〔
８
月
　
日（
日
）〕
 

〈
Ａ
ク
ラ
ス
〉
 

①
荒
井
武
栄（
喜
多
方
市
）②
舟
木
栄（
黒
沢
）
 

②
星
斉（
７
町
内
）②
成
田
信
幸（
下
小
島
）
 

〈
Ｂ
ク
ラ
ス
〉
 

①
折
笠
匡（
縄
沢
）②
吉
田
義
弘（
上
野
尻
）
 

②
荒
海
広
意（
小
綱
木
）②
長
谷
川
博
巳（
松
尾
）
 

22

16

10
2223

23

納
涼
囲
碁
・
将
棋
大
会
を
開
催
 

　県内各市町村の交流と生きがいのある健康な社会を築き、軟 
式野球の普及とふるさとおこしを目的とした、第３回市町村対 
抗福島県軟式野球大会が９月２６日（日）から１０月２４日（日） 
まで、県営あづま球場などを会場に開催されます。 
　県内の市町村から５７チームが参加し、ふるさとの名誉をか 
けて熱い戦いを展開します。 
　西会津町チームは昨年と同じ新地町チームと対戦することに 
なりましたので、町民の皆さんの熱い声援をお願いします。 

昨年のリベンジを誓う！！ 

昨年の市町村対抗軟式野球大会 

　相手は新地町チームで、昨年の大会 

の再戦となりました。昨年の大会では 

７回まで０対０の同点で特別延長戦ま 

でもつれました。結果は惜敗でしたが、 

どちらに勝敗が転んでもおかしくない 

試合でした。 

　新地町チームは２勝してベスト16に 

残った強豪チームですが、西会津町チ 

ームも投打のレベルアップをはかり、 

ぜひ昨年のリベンジを果たしたいです。 

　　監督 

伊藤一男さん 

選手名簿 

 

監　督 

主　将 

投　手 

　〃 

　〃 

　〃 

捕　手 

　〃 

　〃 

内野手 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　氏　名 

伊藤　一男 

新田　佳男 

河瀬　　治 

安部　信仁 

岩原　　仁 

山口　則夫 

塚原　　学 

星　　光輔 

笠間　義崇 

五十嵐章二 

藤原　　伸 

橋谷田和弘 

薄上　崇之 

矢部　真也 

自治区 

下野尻 

芝　草 

　阿賀町（萱本） 

安　座 

安　座 

上小島 

上野尻 

四　岐 

　会津若松市（10町内） 

５町内 

下野尻 

上野尻 

３町内 

松　峯 

 

内野手 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

外野手 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　〃 

　氏　名 

伊藤　武美 

簗田　新一 

根本　史彦 

上野　康史 

西田　　裕 

長谷川大地 

西田　和樹 

赤城　圭泰 

荒井　克巳 

齋藤　　淳 

渡部　　暁 

三留　昭生 

江川　正樹 

佐藤　健吾 

自治区 

塩 

松　尾 

６町内 

井　谷 

安　座 

安　座 

安　座 

堀　越 

５町内 

上野尻 

２町内 

　会津若松市（下野尻） 

牧 

上野尻 
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　　　～町小学校水泳競技大会～ 
　第28回西会津町小学校水泳競技大会が７月２３日 
（木）にさゆり公園屋外プールで行われ、町内各小 
学校の４～６年生1 7 3名が参加しました。日頃から 
練習に取り組んできた選手たちは、自己ベスト更新 
を目指して全力で泳いでいました。 
　また、観客席からは、保護者や各学校の応援が飛 
び交い、選手に力を与えていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【５０ｍ】５年　　　　　　　　　　　　〔敬称略〕 
自由形男子　①佐藤敦啓（群小）②市橋東磨（群小） 
　〃　女子　①薄上マリン（尾小）②薄　菜奈（新小） 
平泳ぎ男子　①三留　響（尾小）②渡部　諒（尾小） 
　〃　女子　①磴　澪凪（尾小）②江川咲彩（野小） 
背泳ぎ男子　①須藤僚太（尾小）②長谷川竣一（尾小） 
　〃　女子　①若木美奈（尾小）②松本すみれ（野小） 
バタフライ男子　①生方実国（尾小）②武藤智望（群小） 
　　〃　　女子　①津川莉奈（群小）②薄　菜奈（新小） 
【５０ｍ】６年 
自由形男子　①　田智史（尾小）②雅楽川弘平（群小） 
　〃　女子　①伊藤美森（尾小）②斎藤真希（野小） 
平泳ぎ男子　①渡部　晋（野小）②雅楽川弘平（群小） 
　〃　女子　①薄上莉奈（尾小）②長谷川加奈（野小） 
背泳ぎ男子　①鈴木　完（野小）②五十嵐旬（群小） 
　〃　女子　①長谷川まい（野小）②齋藤美紅（尾小） 
バタフライ男子　①新田日南人（群小）②鈴木　完（野小） 
　　〃　　女子　①船橋風音（野小）②鈴木音杜（尾小） 
【１００ｍ】５年 
自由形男子　①生方実国（尾小）②佐藤敦啓（群小） 
　〃　女子　①津川莉奈（群小）②薄上マリン（尾小） 
平泳ぎ男子　①三留　響（尾小）②渡部　諒（尾小） 
　〃　女子　①磴　澪凪（尾小）②江川咲彩（野小） 
【１００ｍ】６年 
自由形男子　①新田日南人（群小）②渡部　晋（野小） 
　〃　女子　①伊藤美森（尾小）②船橋風音（野小） 
平泳ぎ男子　①樋口洋祐（野小）②渡部浩司（尾小） 
　〃　女子　①薄上莉奈（尾小）②松本かすみ（野小） 
【奨励５０ｍ】４年 
自由形男子　①高橋陸斗（尾小）②唐橋　翼（尾小） 
　〃　女子　①佐藤玲菜（尾小）②古川史歩（野小） 
平泳ぎ女子　①鈴木香穂（野小）②藤原優奈（群小） 
【２００ｍリレー】 
　　　男子　①群岡小学校　　　②野沢小学校 
　　　女子　①尾野本小学校　　②野沢小学校 

野
沢
チ
ー
ム
が
連
覇
！
 

〜
町
長
旗
争
奪
野
球
大
会
〜
 

子
ど
も
教
室
安
全
管
理
員
を
募
集
！！
（
野
沢
・
尾
野
本
小
学
校
区
）
 

　
　
回
を
数
え
る
町
長
旗
争
奪
野
球
大
会
を
８
 

月
　
日
（
日
）
、
さ
ゆ
り
公
園
野
球
場
で
開
催
 

し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
大
会
は
町
内
の
野
球
愛
好
者
の
親
睦
と
 

地
域
の
交
流
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
 

こ
の
日
は
爽
や
か
な
天
候
の
も
と
、
地
区
代
表
 

の
名
誉
を
か
け
て
、
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
 

し
た
。
 

　
対
戦
結
果
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。
 

◆
第
１
試
合
　
　
奥
　
川
　
５
―
４
　
尾
野
本
 

◆
第
２
試
合
　
　
野
　
沢
　
４
―
０
　
群
　
岡
 

◆
決
　
　
勝
　
　
野
　
沢
　
３
―
１
　
奥
　
川
 

〜
地
域
の
子
ど
も
は
　
地
域
で
育
も
う
〜
 

群生っ子クラブ「昔遊び」 

　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安
心
し
て
活
動
で
き
 

る
場
所
を
つ
く
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
子
ど
も
 

た
ち
が
、
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
、
ま
 

た
交
流
活
動
な
ど
を
行
う
「
放
課
後
子
ど
も
教
 

室
推
進
事
業
（
子
ど
も
教
室
）
」
を
平
成
　
年
 

度
か
ら
野
沢
・
尾
野
本
小
学
校
区
で
始
め
る
予
 

定
で
す
。
 

　
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
、
町
民
の
皆
 

さ
ん
の
協
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
活
動
 

し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

◆
対
象
者
 

　
　
野
沢
・
尾
野
本
小
学
校
区
の
町
民
 

◆
活
動
内
容
 

　
　
子
ど
も
た
ち
が
活
動
す
る
際
の
安
全
の
見
 

　
　
守
り
や
活
動
の
補
助
な
ど
 

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
公
民
館
　
　
　
　
　
　
　
　
―
３
２
４
４
 

45

23 41
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みんなの広場 みんなの広場 
渡
部
　
正
人
 

　
　
〔
松
　
尾
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
長
谷
川
文
夫
さ
ん
（
縄
沢
）
に
お
勧
め
の
一
冊
を
紹
介
い
 

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「『
た
け
く
ら
べ
（
樋
口
一
葉
・
ほ
る
ぷ
）』
封
建
的
な
時
代
の
場
面
 

（
明
治
時
代
）
で
は
あ
り
ま
す
が
、
内
容
自
体
は
現
代
に
も
通
ず
る
も
 

の
が
あ
り
ま
す
。
も
の
哀
し
い
結
末
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
凛
と
し
 

て
張
り
詰
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
大
人
に
な
っ
て
い
く
若
い
人
た
ち
 

（
中
学
生
や
高
校
生
）
に
読
ん
で
も
ら
い
、
こ
の
先
を
歩
む
に
あ
た
っ
 

て
何
か
を
理
解
し
、
何
か
を
得
る
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
し
て
ほ
し
い
 

と
思
い
ま
す
。
」
 

　
こ
の
本
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
本
か
尋
ね
る
と
 

　
「
明
治
の
頃
、
遊
郭
（
吉
原
）
と
隣
接
す
る
下
町
に
生
き
る
思
春
期
 

の
少
年
と
少
女
の
恋
心
を
描
い
た
作
品
で
す
。
」
 

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
 

　
「
ヒ
ー
ロ
ー
信
如
と
ヒ
ロ
イ
ン
美
登
利
に
対
す
る
思
春
期
特
有
の
繊
 

細
な
機
微
は
も
ち
ろ
ん
、
正
太
、
長
吉
、
三
五
郎
と
い
っ
た
バ
イ
プ
レ
 

イ
ヤ
ー
に
加
え
て
、
彼
ら
の
親
や
 

と
り
ま
き
、
風
景
や
時
代
背
景
に
 

い
た
る
ま
で
の
こ
ま
や
か
な
表
現
 

は
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
な
臨
場
感
に
溢
 

れ
て
い
ま
す
。
」
 

と
の
こ
と
で
す
。
 

　
最
後
に
「
文
章
の
一
言
一
句
が
 

的
確
で
流
麗
あ
り
、
厳
か
な
つ
つ
 

ま
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
 

葉
の
作
品
全
て
に
共
通
し
て
い
る
 

こ
と
と
思
い
ま
す
。
」
 

と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　古川　良枝さん（８月号から） 
◆  メッセージ  ◆ 
　また、家族みんなで遊びに 
行きましょう。 

あなたの趣味は？ 
　映画鑑賞 
 
あなたの特技は？ 
　特になし 
 
あなたのモットーは？ 
　「不言実行」 
 
これからやってみたいことは？ 
　家族旅行とバイクでの 
一人旅 

熱中していることは？ 
　近隣市町村にある温泉巡り 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　自己中心的で頑固 
 
最近感動したことは？ 
　小２の次女が５０ｍを 
泳げたこと 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｋ・Ｋさん（５町内） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
家
の
お
宝
と
し
て
あ
る
屏
風
や
掛
け
軸
』
 

　
「
私
が
物
心
つ
く
前
か
ら
あ
る
物
で
、
 

　
　
何
十
年
も
前
か
ら
何
代
に
も
渡
り
 

　
　
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
一
度
 

　
　
機
会
が
あ
れ
ば
鑑
定
し
て
も
ら
い
 

　
　
た
い
と
思
い
ま
す
」
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●日時　　　　　９月１７日（木） 
　面接会　　　　午後１時～午後４時 
　求職者向け個別相談　午前１０時３０分～午後３時３０分 
●会場　　　　　アピオスペース　展示ホール 
●求人事業所　　約５０社 
【主催・問い合わせ先】 
　会津地域雇用創造推進協議会 
　　　　　　　　　　　０２４２－２７－８６５０ 

①夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通 
　事故防止 
②全ての座席のシートベルトとチャイルドシート 
　の正しい着用の徹底 
③飲酒運転の根絶 

「知らせよう　ここにいるよと　反射材」 

９月２１日（月）～３０日（水）までの１０日間 

4527

26
12

12

25

30

10

16

29

10

21 21 24

23

10

   　
今
年
の
　
月
か
ら
全
国
的
に
開
始

さ
れ
る
予
定
の
、
町
県
民
税
の
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
は
、

西
会
津
町
で
は
電
算
シ
ス
テ
ム
の
更

新
を
行
う
関
係
か
ら
、
平
成
　
年
度

以
降
の
開
始
と
な
り
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
税
政
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
２
 

   　
防
衛
庁
で
は
、
自
衛
官
の
募
集
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
 

◆
募
集
種
目
及
び
資
格
 

　
○
看
護
学
生
 

　
　
高
卒
（
見
込
含
）
　
歳
未
満
 

　
○
防
衛
大
学
校
学
生
 

　
　
高
卒
（
見
込
含
）
　
歳
未
満
 

　
○
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
 

　
　
高
卒
（
見
込
含
）
　
歳
未
満
 

◆
受
付
期
間
 

　
９
月
７
日
〜
　
月
２
日
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部
 

　
　
　
　
　
　
　
会
津
若
松
出
張
所
 

　
　
　
０
２
４
２
―
　
―
６
７
２
４
 

   　
求
職
者
へ
の
融
資
制
度
や
生
活
保

障
を
始
め
と
す
る
各
種
生
活
・
就
労
 

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

◆
郡
山
窓
口
 

　
・
場
所
 

　
　
福
島
地
域
共
同
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
内
 

　
・
開
所
日
 

　
　
月
〜
金
曜
日
 

　
・
開
所
時
間
 

　
　
午
前
８
時
　
分
〜
午
後
５
時
 

　
　
０
２
４
―
９
９
５
―
５
０
５
７
 

◆
福
島
窓
口
 

　
・
場
所
 

　
　
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま
２
階
 

　
・
開
所
日
 

　
　
月
・
火
・
木
〜
土
曜
日
 

　
・
開
所
時
間
 

　
　
午
前
　
時
〜
午
後
６
時
　
分
 

　
　
０
２
４
―
５
２
５
―
２
５
１
０
 

   　
土
地
、建
物
、金
銭
の
貸
し
借
り
、
 

交
通
事
故
の
損
害
賠
償
な
ど
の
問
題

や
離
婚
、離
縁
、親
子
関
係
、扶
養
、
 

相
続
な
ど
の
家
庭
内
の
問
題
で
お
困

り
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。
 

　
日
常
生
活
上
の
い
ろ
い
ろ
な
争
い

ご
と
を
円
満
に
解
決
す
る
た
め
に
、

裁
判
所
で
実
際
に
調
停
に
携
わ
っ
て

い
る
調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

　
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
遠
慮
な

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◆
日
時
 

　
９
月
　
日
（
金
）
 

　
午
前
９
時
　
分
〜
午
後
７
時
 

◆
会
場
 

　
会
津
若
松
市
文
化
セ
ン
タ
ー
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
地
方
裁
判
所
 

　
　
　
　
　
会
津
若
松
支
部
庶
務
課
 

　
　
　
０
２
４
２
―
　
―
５
７
２
５
 

    　
９
月
６
日
か
ら
　
日
は
全
国
一
斉

「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談
」
強
化
週
間
で
す
。
 

　
身
体
的
・
心
理
的
虐
待
や
差
別
な

ど
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
抱
え
る
人

権
問
題
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員

と
法
務
局
職
員
が
電
話
相
談
に
応
じ

ま
す
。
 

　
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◆
期
間
 

　
９
月
６
日
（
日
）
〜
　
日
（
土
）
 

◆
時
間
 

　
午
前
８
時
　
分
〜
午
後
７
時
 

◆
受
付
電
話
番
号
 

　
０
２
４
―
５
３
４
―
２
０
２
１
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
 

　
　
０
２
４
―
５
３
４
―
１
９
９
４
 

  　
９
月
　
日
か
ら
　
日
は
「
自
殺
予

防
週
間
」
で
す
。
 

◆
自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動
 

　
〜
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〜
 

　
①
周
り
の
人
の
悩
み
に
気
づ
き
、
 

　
　
耳
を
傾
け
る
〈
気
づ
き
〉
 

　
②
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
 

　
　
う
促
す
〈
つ
な
ぎ
〉
 

　
③
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
 

　
　
っ
く
り
と
見
守
る
〈
見
守
り
〉
 

【
こ
こ
ろ
の
相
談
・
 

　
　
　
　
　
精
神
保
健
福
祉
相
談
】
 

　
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
 

　
　
０
２
４
２
―
　
―
５
２
７
５
 

【
電
話
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
相
談
】
 

　
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談
 

　
　
０
２
４
―
５
３
５
―
５
５
６
０
 

　
福
島
い
の
ち
の
電
話
 

　
　
０
２
４
―
５
３
６
―
４
３
４
３
 

　
東
京
自
殺
防
止
セ
ン
タ
ー
 

　
　
０
３
―
５
２
８
６
―
９
０
９
０
 

10

30

30

30
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松　本　タ　ケ（96）　満　　妻の父の母　１町内 
齋　藤　照　夫（80）宗　一　　父　　萱　本 
江　川　ハ　チ（94）新　壽　　母　　上野尻 
山　形　一　士（96）榮　司　　父　　徳　沢 
遠　藤　　　光（95）久　暢　母の母　高　目 
大　竹　レ　イ（86）太　士　　妻　　　原 
猪　俣　義　英（87）貞　子　　夫　　道　目 
岩　橋　英　子（75）和　江　　母　　中　町 
矢　部　昭　三（81）スズイ　　夫　　中　町 

人　口　　８，０６５人　　　＋　２人 
　男　　　３，８６３人　　　＋　５人 
　女　　　４，２０２人　　　－　３人 
世　帯　　２，９１７世帯　　＋　５世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

小　林　正　裕　　山　浦 
佐　藤　妃奈子　　芝　草 

◆日時　９月 7日（月） 
　　　　　　28日（月） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

9月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○ケーブルテレビ使用料 
○インターネット使用料 

○国民健康保険税第３期 
○長寿医療（後期高齢者）保険料第２期 
○介護保険料第４期 

9月10日（木） 納期限 

9月30日（水） 納期限 

９月 5日（第１週）受付時間11時まで 
　　19日（第３週）　　　　〃 
　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

齋　藤　乃亜汰く　ん　充・英子　　　下小屋 

西　田　蓮　恩く　ん　和樹・未来　　安　座 

五十嵐　愛　琉ちゃん　直行・瑠美　　萱　本 

の　あ　た 

れ　お　ん 

あ　い　る 

※休日当番医・歯科医は変更になる場合があります。受診 
　の際は、電話で確認するなどして受診してください。 

佐 原 病 院  
福田耳鼻咽喉科醫院 
くらしげ内科小児科医院 
わたなべクリニック 
ク リ ニ ッ ク荒木  
荒 井 医 院  
県 立 喜 多 方病院  
藤 井 医 院  
あらい内科循環器科クリニック 
いとう子どもクリニック 
舟田クリニック産科婦人科 
小 野 病 院  
三浦産婦人科医院 
手 塚 医 院  
浜 崎 小 児 科医院  
佐 瀬 皮 膚 科医院  
遠 山 眼 科 医 院  
有 隣 病 院  
内科消化器科みつはし医院 
佐藤内科小児科医院 
扇町渡部小児科アレルギー科医院 
二 瓶 眼 科 医 院  
佐 原 病 院  
山田産婦人科医院 
たてうまクリニック 
さとう小児科医院 
会 津 ク リ ニック  
県 立 喜 多 方病院  
ゆうゆうクリニック 
蛯 谷 ク リ ニック  
森 田 小 児 科医院  
鏡 渕 外 科 胃腸科  
坂下厚生総合病院 
小 野 病 院  
渡 邉 小 児 科医院  
そね内科クリニック 
いいづかファミリークリニック 
米 山 眼 科  

0241（22）5321 
0241（24）4187 
0242（39）3550 
0242（24）0506 
0242（32）9229 
0242（83）2224 
0241（28）2181 
0241（23）0023 
0242（29）1133 
0242（27）4601 
0242（23）1103 
0241（22）0414 
0241（22）0293 
0242（27）5618 
0242（27）0951 
0242（33）1122 
0242（83）2011 
0241（24）5021 
0241（21）1311 
0242（27）3786 
0242（25）5515 
0242（22）1932 
0241（22）5321 
0241（22）6300 
0242（29）2112 
0242（24）0830 
0242（38）1150 
0241（28）2181 
0241（22）2111 
0242（28）8868 
0242（27）7686 
0242（27）3225 
0242（83）3511 
0241（22）0414 
0241（22）3133 
0242（33）1024 
0242（32）3330 
0242（27）0862

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

喜多方市
 

 
 
会津若松市 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
猪苗代町 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 

小 久 保 歯 科 医院  
森川歯科クリニック 
小 汲 歯 科 医 院  
や た べ 歯 科医院  
佐 藤 歯 科 医 院  
山 口 歯 科 医 院  
酒 井 歯 科 医 院  
ヤ ナ ダ 歯 科医院  
北 見 歯 科 医 院  
渡 部 圭 一 歯 科  
佐 藤 歯 科 医 院  
一 箕 歯 科 医 院  
佐 藤 歯 科 医 院  
渡部（博）歯科医院 

0242（83）2421 
0242（32）5648 
0241（22）0154 
0242（27）5791 
0242（62）3055 
0242（28）6482 
0242（83）1582 
0242（27）6934 
0241（22）4350 
0242（24）6890 
0242（83）2348 
0242（22）1184 
0241（22）0344 
0242（22）1124

6 
（日） 
13 
（日） 
20 
（日） 
21 
（月） 
22 
（火） 
23 
（水） 
27 
（日） 

6 
（日） 

13 
（日） 

20 
（日） 

21 
（月） 

22 
（火） 

23 
（水） 

27 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 


